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Fig.1 Photovoltaic properties 

under A.M1.5 illumination. 
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おける酸化膜キャリア選択層と電気特性の検討 
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[はじめに]透明電極を陰極、金属電極を陽極とした逆構造型有機太陽電池は仕事関数の大

きい金属を陽極として用いることで耐久性向上が期待される。同時に、高性能化のために

は電極と有機半導体界面の接触改善が必要となる。陰極とする透明電極は比較的仕事関数

が大きいため、ZnO や TiO2などが電子選択層として用いられるが、高温処理が必要である

ことや Light soaking effectが報告されている。そこで我々は低温塗布形成可能で高品位な二

次元結晶極薄膜を有する酸化チタンナノシート(TN)を電子選択層に用いてきた[1,2]。一方で

陽極には比較的仕事関数の大きな金や銀が正孔取り出しに好適であるが、本研究では、よ

り低コストな銅を陽極として用いて、電極の貼り合わせや塗布プロセスに応用可能な転写

印刷法によって銅電極を積層し、酸化膜キャリア選択層によるキャリア取り出し改善につ

いて検証した。 

[作製方法]ITOをパターン化したガラス基板上に TTI溶液をスピンコートで製膜し、500℃

焼成した TiO2(anatase)あるいは交互吸着法により製膜した酸化チタンナノシート(TN)を

電子選択層とした。次に有機活性層として P3HT:PCBM(溶媒:CB)の混合溶液をスピンコー

トで製膜し熱処理を行った。最後にMoO3(20nm)と Cu(60nm)、または Cuのみを有機膜上

に直接蒸着、あるいは転写によって積層した。光電変換特性の測定はグローブボックス中

で擬似太陽光(光強度 100mW/cm2)を照射して行った。 

[結果] 作製したデバイスの電流電圧特性を Fig.1 に示

す。TiO2(anatase)を電子選択層とし、有機膜上に Cu

を蒸着した素子は、主に P3HT と Cu 電極に界面障壁

が存在し、接触抵抗が素子性能を低下させていること

を示唆している。これに対して Cuを転写した素子では、

Cu 表面の酸化により仕事関数が大きくなったため

P3HT との接触が改善され、効率が向上した。また極

薄酸化チタンナノシート(TN)を電子選択層とした素子

では、Cu転写のダメージに対する歩留まり向上と、正

孔取り出し改善のためMoO3を正孔選択層としCuを転

写した結果、更に効率が向上し、Ag電極を蒸着した素 

子と同等の性能が得られた。本研究では酸化膜キャリア

選択層を設けた素子の界面における電気的なインピー

ダンス解析を行った。詳細については当日報告する。 
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